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戻
山
計
と
吉
田
先
生

酒

井

全

太

郎

懐
徳
堂
敦
授
吉
田
先
生
は
謹
厳
篤
學
の
で
あ
っ
た
。
常
に

出
勤
さ
れ
る
と
素
讀
生
に
素
讀
を
敦
へ
週
何
回
か
の
講
義
を
さ
れ

て
、
逓
＜
蹄
宅
さ
れ
る
習
慣
で
あ
っ
た
。
嘗
時
は
豊
後
町
に
堂
が

あ
っ
た
の
で
、
そ
こ
か
ら
徒
歩
で
電
車
に
乗
ら
れ
る
た
め
に
聴
講

生
敷
人
と
共
に
し
て
本
町
の
電
車
停
留
場
ま
で
、
何
か
と
種
々
の

話
を
き
き
つ
つ
別
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
北
京
よ
り
蹄
朝
さ
れ
た
後

も
、
引
き
つ
づ
き
御
出
講
下
さ
っ
て
、
論
語
や
、
水
滸
偲
な
ど
の

講
義
を
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
主
に
白
話
で
原
文
を
讀
ま

れ
た
の
で
あ
っ
た
、
こ
れ
は
新
機
軸
で
あ
っ
た
様
に
思
っ
た
。

そ
の
間
先
生
は
主
宰
者
と
な
っ
て
呉
山
社
を
始
め
ら
れ
た
。
昭

和
五
年
五
月
二
十
一
日
池
田
の
大
廣
寺
退
老
堂
に
盟
友
を
結
集
し

て
呉
山
祉
の
第
一
回
の
雅
會
が
開
か
れ
た
。
そ
の
以
後
毎
月
一
回

の
集
會
を
持
つ
に
至
っ
た
。
そ
し
て
會
の
世
話
は
先
生
獨
り
が
専

ら
嘗
ら
れ
て
居
っ
た
。
因
み
に
初
め
の
結
集
時
の
雅
友
は
中
井
黄

裳
•
岡
山
雲
介
・
西
田
樗
堂
・
林
田
炭
翁
•
吉
田
北
山
の
五
士
で

あ
っ
た
。
そ
の
雅
會
の
間
に
こ
れ
に
参
會
し
た
詩
盟
は
凡
そ
―
―
-
+

餘
名
を
名
縛
に
記
さ
れ
て
居
る
。
こ
の
長
い
間
に
含
山
社
股
録
を

編
纂
し
て
頒
布
の
勝
を
と
っ
て
下
さ
っ
た
。

そ
し
て
呉
山
祉
の
名
は
江
戸
時
代
に
田
中
桐
江
が
池
田
に
呉
江

祉
を
創
っ
て
池
田
の
文
化
に
資
し
た
の
に
因
む
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
拙
文
は
吉
田
晉
氏
の
記
事
中
呉
山
祉
の
項
に
應
じ
て
記
し
た
も

の
で
あ
る
。

又
含
山
祉
の
詩
盟
は
凡
そ
、
次
の
諸
士
で
あ
っ
た
。

高
橋
虚
庵
、
小
原
蘇
谷
、
弘
末
楚
山
、
中
尾
抑
虞
、
酒
井
鳴
谷
、

藤
本
碩
石
、
湯
川
鳥
山
、
佐
野
碧
玲
、
春
原
玉
英
、
松
田
臥
雲
、

白
井
文
湊
、
林
田
瓜
牛
、
森
針
渠
、
山
本
楢
信
、
多
田
器
影
、

高
橋
策
山
、
盆
満
素
堂
、
末
永
夕
秀
、
丸
山
朱
櫻
、
田
中
翠
江
、

山
崎
春
岡
、
平
田
二
松
で
あ
る
。

岡
野
廉
平
翁
を
送
る

岡
野
廉
平
氏
は
、
大
正
十
一
年
一
月
一
日
に
懐
徳
堂
記
念
會
の

幹
事
に
就
任
さ
れ
て
よ
り
、
今
年
に
至
る
ま
で
賀
に
五
十
三
年
の

長
き
に
亘
っ
て
勤
績
さ
れ
、
昭
和
三
十
七
年
四
月
一
日
以
来
は
評

議
員
を
も
兼
ね
て
お
ら
れ
た
。
本
年
八
十
歳
の
高
齢
に
逹
せ
ら
れ

た
の
を
機
に
、
五
月
末
日
を
以
っ
て
一
切
の
公
職
を
僻
さ
れ
、
郷

里
に
退
休
さ
れ
た
。
思
え
ば
こ
の
半
世
紀
の
間
、
堂
に
出
入
し
た

木

村

英

四
八




